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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・グローバル・ 
バランス・オープン 

 

 

運用報告書(全体版) 
 

第52期 
 

決算日：2024年10月21日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・グローバル・バランス・オー

プン」は、2024年10月21日に第52期の決算を

行いましたので、期中の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 
1998年10月28日（当初設定日）から無期限
です。 

運 用 方 針 

日本を含む世界各国の株式および公社債
へバランス投資するマザーファンド受益
証券を主要投資対象とし、長期的に信託財
産の安定的な成長を目指します。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・グローバル・バラン
ス・オープン・マザーファン
ド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①ピクテ世界株式ファンド
（適格機関投資家専用）受
益証券 

②ピクテ世界国債ファンド
（適格機関投資家専用）受
益証券 

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券を主要投資対
象として、グローバルに投資機会の発掘
に努め、長期的な成長を目指します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行いません。ただし、
為替ヘッジが必要と判断した場合は為
替ヘッジを行うことがあります。 

主な投資制限 

当ファンド 

①株式への投資割合は、信託
財産の純資産総額の70％
未満とします。 

②同一銘柄の株式への投資
割合は、取得時において信
託財産の純資産総額の
５％以内とします。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

②投資信託証券、短期社債
等、コマーシャル・ペー
パーおよび指定金銭信託
の受益証券以外の有価証
券への直接投資は行いま
せん。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準等を勘
案して委託者が決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行わ
ないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託者の判断に基づき、元本部分
と同一の運用を行います。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

48期(2022年10月20日) 11,884 205 △ 5.2 28,086 △ 2.4 94.4 1,277 

49期(2023年４月20日) 11,851 185 1.3 28,423 1.2 96.8 1,248 

50期(2023年10月20日) 12,143 235 4.4 30,477 7.2 98.7 1,275 

51期(2024年４月22日) 13,276 365 12.3 34,592 13.5 98.9 1,384 

52期(2024年10月21日) 13,370 360 3.4 36,787 6.3 99.1 1,408 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） ベンチマークは委託者が円換算したMSCI世界株価指数およびFTSE世界国債指数を各50％の割合で合成し、設定日（1998年10月28日）を

10,000として指数化したものです。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年４月22日 13,276 － 34,592 － 98.9 

４月末 13,636 2.7 35,546 2.8 99.0 

５月末 13,851 4.3 35,983 4.0 99.2 

６月末 14,572 9.8 37,598 8.7 99.9 

７月末 13,612 2.5 35,894 3.8 98.5 

８月末 13,319 0.3 35,190 1.7 98.7 

９月末 13,347 0.5 35,440 2.5 99.0 

(期  末)      

2024年10月21日 13,730 3.4 36,787 6.3 99.1 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） ベンチマークは委託者が円換算したMSCI世界株価指数およびFTSE世界国債指数を各50％の割合で合成し、設定日（1998年10月28日）を

10,000として指数化したものです。 

 

MSCI世界株価指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。ま

たMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

当期の基準価額（分配金込み）は、3.4％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年４月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ベンチマークは、委託者が円換算したMSCI世界株価指数およびFTSE世界国債指数を各50％の割合で合成したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている国債の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式や国債からの配当、利金収益 

下落↓・円に対して米ドルなどが下落したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期初の2024年４月後半から７月中旬ごろまでは、中東情勢への懸念などから一旦下落し

ましたが、主要中央銀行の利下げ観測や、半導体・AI（人工知能）の発展拡大などへの期待を背景に上昇し

ました。７月後半から８月前半にかけては、米国の景気減速や中国に対する半導体規制などから大幅に下落

しましたが、米連邦準備制度理事会（FRB）や欧州中央銀行（ECB）の利下げの可能性が高まったことで再び

上昇傾向となりました。９月にはECBが利下げを実施し、またFRBが事前予想より大幅な利下げを実施して景

気減速の懸念が後退したほか、中国の大規模な景気刺激策の発表も好感され、上昇しました。期末にかけて

は、中東情勢への警戒感やFRBが追加利下げへの慎重な姿勢を示唆したことなどから軟調な場面もありまし

たが、米国や中国などの景気回復への期待や良好な企業業績を背景に上昇しました。 

・世界の国債市場は、期初から2024年６月にかけては、中東情勢の緊迫化や、ECBによる利下げ、米国の軟調

な経済指標などを受けて上昇（利回りは低下）する局面もみられましたが、根強いインフレ圧力やフランス

の政治情勢への懸念などが下押し要因となり、もみ合う動きとなりました。７月以降は、米国の消費者物価

伸び率や雇用統計の鈍化を受けてFRBの利下げ観測が強まったこと、ユーロ圏の景気後退への警戒感などか

ら上昇（利回りは低下）基調となりました。９月にはECBが追加利下げを実施し、またFRBが事前予想より大

幅な利下げを実施するなど世界的な金融緩和政策への転換の動きなどから上昇（利回りは低下）が続きまし

たが、９月中旬ごろからは、FRBが追加利下げに慎重な姿勢を示唆したこと、株式市場の上昇傾向などを背

景に期末にかけて先進国国債市場は下落（利回りは上昇）しました。 

・為替市場では、期初から2024年７月初旬ごろまでは、日本銀行の為替介入への警戒感などから、一時円高・

米ドル安となる場面もありましたが、FRB高官が利下げへの消極姿勢を示したほか、日本銀行が国債買い入れ

減額の具体策の決定を先延ばしし、日米金利差がすぐには縮小しないとの見方が強まり、円安・米ドル高と

なりました。７月中旬から９月中旬ごろまでは、日本銀行の金融政策正常化に対する観測に加えて、米国の

景気減速の動きからFRBの大幅な利下げ観測が強まり急速に円高・ドル安が進行しました。期末にかけては、

FRBが事前予想より大幅な利下げを実施したものの、この間に発表された米国の経済指標が堅調であったこ

と、日本銀行が追加利上げを慎重に進める姿勢を示したことなどが意識され円安・米ドル高が進みました。 

 
◇ベンチマークとの比較 

当期の基準価額は3.4％の上昇となり、ベンチマークの上昇率6.3％を下回りました。 

 
【主な差異要因】 

期中において、実質的に保有するピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）のパフォーマンスがベン

チマークを下回ったことなどが、主なマイナスの差異要因となりました。 

 

 

当ファンドが主要投資対象とするピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド受益証券への

投資比率を高位に維持してまいりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いませんでした。 

 
＜マザーファンドの組入状況＞ 

投資信託証券への投資を通じ、主に世界各国の株式と先進国の国債に投資してまいりました。 

   

投資環境 

組入状況 
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◇資産別組入比率    

【期首】  【期末】  

資産名 組入比率 

 

資産名 組入比率 

株式 51.2％ 株式 52.1％ 

 北米株式 33.6％  北米株式 32.3％ 

 欧州株式 13.8％  欧州株式 17.9％ 

 日本株式 0.8％  日本株式 0.0％ 

 その他地域株式 3.0％  その他地域株式 1.9％ 

債券 46.2％ 債券 44.0％ 

 北米債券 26.1％  北米債券 25.1％ 

 欧州債券 19.1％  欧州債券 18.0％ 

 日本債券 0.0％  日本債券 0.0％ 

 その他地域債券 1.0％  その他地域債券 0.9％ 

コール・ローン等、その他 2.6％ コール・ローン等、その他 4.0％ 

合計 100.0％ 合計 100.0％  
（注） 投資先ファンドにおける実質組入資産を表示しており、比率はマザーファンドにおける実質的な割合です。 

 

期首の株式実質組入比率は51.2％、債券実質組入比率は46.2％でした。期中において株式の組入比率を引き

上げたことで期末の株式実質組入比率は52.1％となった一方で、債券の組入比率を引き下げ、期末の債券実質

組入比率は44.0％となりました。 

 

 

当期の収益分配は、基準価額の水準等を勘案して決定しました。分配金の計算過程につきましては、９ペー

ジをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第52期 

2024年４月23日～ 
2024年10月21日 

当期分配金 360  

(対基準価額比率) 2.622％ 

 当期の収益 360  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,363  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

  

収益分配金 
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○今後の運用方針 

（１）投資環境 

米国ではFRBの大幅利下げによって同国経済が景気後退を回避しソフトランディング（軟着陸）となる可能

性が高まったことに加えて、中国でも金融緩和や財政刺激策が打ち出されたことで景気を下支えする一定の

効果が期待され、リスク資産の良好な地合いが継続するものと思われます。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド受益証券への投資を通じて主に世界各国の株式

と先進国の国債に投資を行ってまいります。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行わない方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

投資信託証券への投資を通じて、実質的に世界各国の株式および公社債へバランスよく投資することによ

り、長期的に信託財産の安定的な成長を目指します。当面は株式に対する選好姿勢を維持する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 87  0.631  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.137)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (64)  (0.466)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.027)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.027   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 4)  (0.027)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 91   0.658    

期中の平均基準価額は、13,722円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが実質的に組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は2.01％です。 
 

  

  
（注） 各費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドがマザーファンドを通じて組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド 7,249 27,270 15,240 59,380 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年10月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド 367,281 359,290 1,402,348 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年10月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド 1,402,348 96.2 

コール・ローン等、その他 55,677 3.8 

投資信託財産総額 1,458,025 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,355千円）の投資信託財産総額

（1,882,377千円）に対する比率は0.1％です。 

（注） ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲

値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは、1カナダドル=108.21円、1英ポンド=194.96円、1ユーロ=162.36

円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年10月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,458,025,915   

 コール・ローン等 55,677,249   

 ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド(評価額) 1,402,348,499   

 未収利息 167   

(B) 負債 49,726,113   

 未払収益分配金 37,919,856   

 未払解約金 2,241,583   

 未払信託報酬 9,166,206   

 その他未払費用 398,468   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,408,299,802   

 元本 1,053,329,349   

 次期繰越損益金 354,970,453   

(D) 受益権総口数 1,053,329,349口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,370円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 1,043,046,010円

 期中追加設定元本額 23,939,009円

 期中一部解約元本額 13,655,670円

（注） １口当たり純資産額 1.3370円
 

○損益の状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,025   

 受取利息 3,025   

(B) 有価証券売買損益 57,148,706   

 売買益 58,009,112   

 売買損 △    860,406   

(C) 信託報酬等 △  9,564,674   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 47,587,057   

(E) 前期繰越損益金 337,973,634   

(F) 追加信託差損益金 7,329,618   

 (配当等相当額) (  112,027,366)  

 (売買損益相当額) (△104,697,748)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 392,890,309   

(H) 収益分配金 △ 37,919,856   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 354,970,453   

 追加信託差損益金 7,329,618   

 (配当等相当額) (  112,027,602)  

 (売買損益相当額) (△104,697,984)  

 分配準備積立金 347,640,835   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（296,729円）、費

用控除後の有価証券等損益額（47,284,665円）、信託約款に規定

する収益調整金（112,027,602円）および分配準備積立金

（337,979,297円）より分配対象収益は497,588,293円（10,000口

当たり4,723円）であり、うち37,919,856円（10,000口当たり360

円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 360円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税

５％）となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は、15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年10月21日現在) 

＜ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド＞ 
 下記は、ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド全体(482,178千口)の内容です。 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 322,291,620 325,916,348 1,018,521 54.1 

ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用） 695,786,722 681,056,107 854,384 45.4 

合 計 
口 数 ・ 金 額 1,018,078,342 1,006,972,455 1,872,906  

銘 柄 数＜比 率＞ 2 2 ＜99.5％＞  
 
（注） 比率欄は、当ファンドが組入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

 

国内投資信託証券 
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ピクテ・グローバル・バランス・オープン・ 
マザーファンド 

運用状況のご報告 

第22期（決算日：2024年４月22日） 

（計算期間：2023年４月21日～2024年４月22日） 

 

受益者のみなさまへ 

 

「ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド」は、「ピクテ・グローバル・バランス・

オープン」、「ピクテ・グローバル・バランス・オープンVA-P（適格機関投資家専用）」、「ピクテ・グロー

バル・バランス・オープンVA-I（適格機関投資家専用）」、「ピクテ・グローバル・バランス・オープンVA-

C（適格機関投資家専用）」および「ピクテ・グローバル・バランスZ（適格機関投資家専用）」が投資対

象とするマザーファンドで、信託財産の実質的な運用を行っております。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第22期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

●当マザーファンドの仕組みは次の通りです。  

運 用 方 針 
投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む世界各国の株式および公社債

へバランス投資することにより、長期的に信託財産の安定的な成長を目指します。 

主 要 投 資 対 象 
ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）受益証券 

ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用）受益証券 

主 な 投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合 

…制限を設けません。 

投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益証

券以外の有価証券への直接投資 

…行いません。 

外貨建資産への実質投資割合 

…制限を設けません。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 ％  ％ ％ 百万円 

18期(2020年４月20日) 23,274 △ 5.8 21,776 △ 3.0 99.4 2,181 

19期(2021年４月20日) 29,767 27.9 26,905 23.6 99.1 2,236 

20期(2022年４月20日) 32,364 8.7 30,191 12.2 99.0 1,991 

21期(2023年４月20日) 31,511 △ 2.6 29,814 △ 1.3 97.2 1,745 

22期(2024年４月22日) 37,477 18.9 36,284 21.7 99.5 1,815 
 

（注） ベンチマークは委託者が円換算したMSCI世界株価指数およびFTSE世界国債指数を各50％の割合で合成し、設定日（2002年９月20日）を

10,000として指数化したものです。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年４月20日 31,511 － 29,814 － 97.2 

４月末 31,410 △ 0.3 29,624 △ 0.6 96.3 

５月末 31,915 1.3 30,659 2.8 97.0 

６月末 33,792 7.2 32,406 8.7 99.5 

７月末 33,634 6.7 32,282 8.3 99.1 

８月末 34,014 7.9 32,848 10.2 98.1 

９月末 33,214 5.4 32,233 8.1 97.4 

10月末 32,720 3.8 31,626 6.1 99.1 

11月末 34,523 9.6 33,336 11.8 99.5 

12月末 34,810 10.5 33,684 13.0 99.2 

2024年１月末 36,181 14.8 34,886 17.0 99.4 

２月末 37,254 18.2 35,951 20.6 99.2 

３月末 38,104 20.9 36,875 23.7 100.9 

(期  末)      

2024年４月22日 37,477 18.9 36,284 21.7 99.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） ベンチマークは委託者が円換算したMSCI世界株価指数およびFTSE世界国債指数を各50％の割合で合成し、設定日（2002年９月20日）を

10,000として指数化したものです。 

 

MSCI世界株価指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。ま

たMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

当期の基準価額は、18.9％の上昇となりました。 

 

  
※ベンチマークは期首の基準価額に合わせて指数化しています。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式や国債からの配当・利金収入 

下落↓・実質的に組入れている国債の価格が下落したこと 

 

 

・世界の株式市場は、期首から2023年５月にかけては、米地銀の破綻に端を発した金融不安が落ち着いたこと

や欧米の長期金利低下などが好感された一方、欧米でのインフレ圧力や米連邦準備制度理事会（FRB）や欧

州中央銀行（ECB）の利上げ継続姿勢への警戒感などからもみ合う動きとなりました。その後は、米国やユー

ロ圏などでのインフレ率の鈍化や中国経済回復への期待、米国債務上限問題の解決などを受けて７月下旬

にかけて上昇しました。８月以降は、ユーロ圏や中国の景気の先行き不透明感や、米国による国債増発およ

び堅調な米景気を受けて高い金利水準が長期化することへの懸念、中東情勢の緊迫化などから、10月にかけ

て世界の株式市場は下落傾向で推移しました。その後は、米国や欧州でのインフレの沈静化に進展がみられ

たことや、主要中央銀行による利上げ停止観測が高まったこと、堅調な米景気指標などを背景に米国経済の

ソフトランディング期待が高まったことなどを材料に2024年３月中旬にかけて上昇しました。その後は期

末にかけて、米インフレ鈍化ペースの減速傾向などを背景に、FRBによる早期利下げ観測が後退したことや、

中東情勢の悪化など地政学リスクへの警戒感が高まったことなどから、世界の株式市場は下落しました。 

・世界の国債市場は、期首から2023年５月上旬にかけては、米地銀の破綻などを受け欧米で金融不安が高まり

上昇（利回りは低下）する場面もありましたが、堅調な米雇用市場や、FRBやECB高官による利上げ継続を示

唆する発言が相次いだことなどから、レンジ内でもみ合う展開となりました。その後は、根強いインフレ圧

基準価額等の推移 

投資環境 
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力などを背景にFRBやECBなど主要国・地域の中央銀行による金融引き締めが長期化するとの見方が強まっ

たことや、日本銀行による長短金利操作（イールドカーブコントロール）政策の運用柔軟化決定などを背景

に、世界の国債市場は10月にかけて下落（利回りは上昇）しました。12月末にかけては、欧米をはじめとす

る主要先進国においてインフレ水準の鈍化がみられたことから、FRBなどの主要国・地域中央銀行の利上げ

終了観測および早期利下げ期待が高まったため、世界の国債市場は上昇（利回りは低下）しました。その後

は、堅調な米景気指標や、底堅い賃金データなどを背景にFRBやECBが利下げ開始を急がない姿勢を示したこ

とから、世界の国債市場は2024年２月にかけて下落（利回りは上昇）しました。３月の米連邦公開市場委員

会（FOMC）では、2024年の年内３回の利下げ予測が据え置かれたことから上昇（利回りは低下）する局面も

ありましたが、米国における持続的なインフレ圧力から早期利下げ観測が後退し、世界の国債市場は期末に

かけて下落（利回りは上昇）しました。 

・為替市場では、期首から2023年６月にかけては、日本銀行の総裁に就任した植田氏が現状の金融政策維持の

方針を示した一方、欧米の中央銀行は金融引き締め姿勢を維持するとの見方が強まったことなどから、円

安・米ドル高となりました。７月前半は、日本銀行がイールドカーブコントロール政策の運用を柔軟化する

との観測報道などを受けて円高・米ドル安が進行しました。その後10月にかけては、米大手格付け会社によ

る米国国債の格下げや米国債の増発、根強いインフレ圧力を受けたFRBによる高金利政策が長期化するとの

観測などから米長期金利が上昇したことにより、円安・米ドル高となりました。11月下旬以降は、米国のイ

ンフレ圧力鈍化や米労働市場の需給緩和の兆しなどを背景に、FRBの早期利下げ期待が高まったほか、日本

銀行の金融緩和政策の修正観測などを受けて、2023年の年末にかけて円高・米ドル安となりました。2024年

の年初から２月にかけては、堅調な米景気指標や、FRB高官による市場の利下げ織り込みへのけん制とも取

れる発言を受けて、早期利下げ観測が後退し、円安・米ドル高となりました。その後期末にかけては、３月

の会合でマイナス金利政策の解除に踏み切った日本銀行が、決定された政策修正が金融引き締めへの転換

ではないことを示した一方で、米国のインフレ指標の高止まりなどを背景にFRBの早期利下げ観測が後退し、

円安・米ドル高となりました。 

 

◇ベンチマークとの比較 

当期の基準価額は18.9％の上昇となり、ベンチマークの上昇率21.7％を下回りました。 

 

【主な差異要因】 

当期前半 

実質的に保有するピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）およびピクテ世界国債ファンド（適格機

関投資家専用）のパフォーマンスがベンチマークを下回ったことなどが、主なマイナスの差異要因となりまし

た。 

当期後半 

実質的に保有するピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）のパフォーマンスがベンチマークを下

回ったことなどが、主なマイナスの差異要因となりました。 
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投資信託証券への投資を通じ、主に世界各国の株式と先進国の国債に投資してまいりました。 

投資先ファンド 
組入比率 当期 

騰落率 期首 期末 

ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 47.8％ 52.3％ ＋27.3％ 

ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用） 49.4％ 47.2％ ＋11.3％ 

 

◇資産別組入比率    

【期首】  【期末】  
資産名 組入比率 

 

資産名 組入比率 

株式 46.9％ 株式 51.2％ 

 北米株式 29.9％  北米株式 33.6％ 

 欧州株式 14.4％  欧州株式 13.8％ 

 日本株式 0.7％  日本株式 0.8％ 

 その他地域株式 1.8％  その他地域株式 3.0％ 

債券 47.4％ 債券 46.2％ 

 北米債券 8.0％  北米債券 26.1％ 

 欧州債券 23.7％  欧州債券 19.1％ 

 日本債券 0.0％  日本債券 0.0％ 

 その他地域債券 15.7％  その他地域債券 1.0％ 

コール・ローン等、その他 5.7％ コール・ローン等、その他 2.6％ 

合計 100.0％ 合計 100.0％  
（注） 投資先ファンドにおける実質組入資産を表示しており、比率は当マザーファンドにおける実質的な割合です。 

 

当期前半 

期首の株式実質組入比率は46.9％、債券実質組入比率は47.4％でした。期中において株式の組入比率を引き

上げた一方で、債券の組入比率は概ね維持しました。 

当期後半 

株式の組入比率を引き上げたことで期末の株式実質組入比率は51.2％となった一方で、債券の組入比率を

引き下げ、期末の債券実質組入比率は46.2％となりました。 

 

○今後の運用方針 

投資信託証券への投資を通じて、実質的に世界各国の株式および公社債へバランスよく投資することによ

り、長期的に信託財産の安定的な成長を目指します。当面は現金比率を低目に抑えつつも、必要に応じてポー

トフォリオのリスク量を引き下げることも検討します。 

 

  

組入状況 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 0  0.001  (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.001)  ・その他は、信託事務の処理に要する諸費用 

 合 計 0   0.001    

期中の平均基準価額は、34,297円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 75,232,789 193,490 113,432,994 302,290  

ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用） 68,984,760 80,680 153,226,577 182,920  
合 計 144,217,549 274,170 266,659,571 485,210  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 
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○組入資産の明細 (2024年４月22日現在) 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 360,491,825 322,291,620 949,986 52.3 

ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用） 780,028,539 695,786,722 856,304 47.2 

合 計 
口 数 ・ 金 額 1,140,520,364 1,018,078,342 1,806,291  

銘 柄 数＜比 率＞ 2 2 ＜99.5％＞  
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年４月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,806,291 98.8 

コール・ローン等、その他 22,239 1.2 

投資信託財産総額 1,828,530 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） 当期末における外貨建純資産（1,377千円）の投資信託財産総額（1,828,530千円）に対する比率は0.1％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レー

トは、1カナダドル=112.67円、1英ポンド=191.55円、1ユーロ=164.99円です。 

 

 

  

国内投資信託証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,828,530,990   

 コール・ローン等 14,279,490   

 投資信託受益証券(評価額) 1,806,291,497   

 未収入金 7,960,000   

 未収利息 3   

(B) 負債 13,090,000   

 未払解約金 13,090,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,815,440,990   

 元本 484,419,665   

 次期繰越損益金 1,331,021,325   

(D) 受益権総口数 484,419,665口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 37,477円 
 
＜注記事項＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 553,894,215円

 期中追加設定元本額 11,889,127円

 期中一部解約元本額 81,363,677円

（注） 期末における元本の内訳 

 ピクテ・グローバル・バランス・オープン 367,281,258円

 ピクテ・グローバル・バランス・オープンVA-P（適格機関投資家専用） 97,340,112円

 ピクテ・グローバル・バランス・オープンVA-C（適格機関投資家専用） 12,686,404円

 ピクテ・グローバル・バランスZ（適格機関投資家専用） 3,716,106円

 ピクテ・グローバル・バランス・オープンVA-I（適格機関投資家専用） 3,395,785円

 期末元本合計 484,419,665円

（注） １口当たり純資産額は3.7477円です。 

○損益の状況 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       15,805   

 受取利息 100   

 その他収益金 335   

 支払利息 △       16,240   

(B) 有価証券売買損益 320,122,497   

 売買益 320,146,774   

 売買損 △       24,277   

(C) 保管費用等 △       11,308   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 320,095,384   

(E) 前期繰越損益金 1,191,491,391   

(F) 追加信託差損益金 27,710,873   

(G) 解約差損益金 △  208,276,323   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,331,021,325   

 次期繰越損益金(Ｈ) 1,331,021,325   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜組入投資信託証券の内容＞ 

 

「ピクテ・グローバル・バランス・オープン・マザーファンド」は、「ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」
（内国証券投資信託）受益証券および「ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用）」（内国証券投資信託）受益証券
を組入れております。以下は、当該組入投資信託証券の内容です。 

ピクテ世界株式ファンド（適格機関投資家専用）　 受益証券
形態／表示通貨 内国証券投資信託／円建て

主 な 投 資 方 針
・ マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として高い競争優位性をもつグローバル

優良企業の株式に投資します。
・実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

関 係 法 人

委託会社：ピクテ・ジャパン株式会社
受託会社：三井住友信託銀行株式会社（再信託受託会社：株式会社日本カストディ銀行）
投資顧問会社（マザーファンド） ：ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ、ピクテ・
アセット・マネジメント・リミテッド

主 な 費 用

委託会社報酬：純資産総額の年率0.6215％（税抜0.565％）
販売会社報酬：純資産総額の年率0.0055％（税抜0.005％）
受託会社報酬：純資産総額の年率0.033％（税抜0.03％）
※ その他、監査費用、有価証券等の売買委託手数料等および外国における資産の保管等に

要する費用等が信託財産から支払われます。
決 算 日 ４月、10月の各10日（休業日の場合は翌営業日）
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ピクテ世界国債ファンド（適格機関投資家専用）　 受益証券
形態／表示通貨 内国証券投資信託／円建て

主 な 投 資 方 針
・ マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として世界主要先進国のソブリン債券に

投資します。
・実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

関 係 法 人

委託会社：ピクテ・ジャパン株式会社
受託会社：三井住友信託銀行株式会社（再信託受託会社：株式会社日本カストディ銀行）
投資顧問会社（マザーファンド） ：ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ、ピクテ・
アセット・マネジメント・リミテッド

主 な 費 用

委託会社報酬：純資産総額の年率0.627％（税抜0.57％）
販売会社報酬：純資産総額の年率0.011％（税抜0.01％）
受託会社報酬：純資産総額の年率0.022％（税抜0.02％）
※ その他、監査費用、有価証券等の売買委託手数料等および外国における資産の保管等に

要する費用等が信託財産から支払われます。
決 算 日 ６月、12月の各27日（休業日の場合は翌営業日）
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